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百
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
感
染
症
が
、
世
界
中
を
感

染
の
波
に
飲
み
込
み
四
年
が
経
ち
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
間
世
界
中
の
文
化
が
影
響
を
受
け
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
文
化
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
茶

道
の
世
界
で
は
、
濃
茶
の
飲
み
方
が
変
わ
っ
た
と
い
う
事

も
聞
き
ま
す
。
さ
て
我
々
が
行
う
香
道
は
影
響
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
話
の
前
に
、
馴
染
み
の
薄
い
で
あ
ろ
う
香
道
に
つ

い
て
少
し
説
明
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
香
道
は
茶
道
・

華
道
と
あ
わ
せ
て
日
本
の
三
大
芸
道
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
香
道
で
は
、
伽
羅
を
は
じ
め
と
す
る
沈

香
な
ど
の
世
界
的
に
も
貴
重
な
香
木
の
香
り
を
鑑
賞
し
楽

し
み
ま
す
。

　

香
道
は
今
か
ら
約
五
百
年
前
の
室
町
時
代
将
軍
足
利
義

政
公
の
時
代
に
誕
生
し
た
伝
統
芸
道
の
一
つ
で
す
。応
仁
の

乱
の
戦
乱
や
政
治
を
嫌
っ
た

八
代
将
軍
足
利
義
政
は
、
京

都
東
山
の
別
荘
（
今
の
慈
照

寺
銀
閣
周
辺
）
に
引
き
籠
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼

は
、
自
分
の
友
人
・
知
人
の
一
流
文
化
人
を
集
め
趣
味
の

生
活
を
始
め
ま
す
。
茶
・
香
・
能
・
花
・
連
歌
な
ど
、
我
々

現
代
人
が
直
接
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
文
化
が
そ

こ
で
熟
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
香
は
後
の
志
野
流
の
祖
で

義
政
の
同
朋
衆
志
野
宗
信
と
、
御
家
流
の
祖
で
当
時
随
一

の
文
化
人
で
、
私
の
先
祖
の
一
人
で
あ
る
公
家
の
内
大
臣

三
條
西
実
隆
の
二
人
に
よ
り
作
法
な
ど
が
作
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

香
道
で
使
用
す
る
沈
香
は
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
東
南

ア
ジ
ア
に
の
み
生
え
る
木
か
ら
採
れ
ま
す
。
こ
の
沈
香
木

の
幹
、
枝
や
葉
は
香
り
が
し
ま
せ
ん
。
こ
の
木
が
外
的
要

因
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
そ
こ
を
保
護
す
る
為
に
空
気
中
の

細
菌
等
を
取
り
込
み
樹
脂
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

木
自
体
の
寿
命
等
に
よ
り
木
が
枯
れ
、
地
中
に
埋
ま
り
ま

す
。
そ
の
木
質
部
は
土
に
還
り
ま
す
が
、
樹
脂
部
分
は

脂
分
を
有
す
る
の
で
腐
ら
ず
に
地
中
に
残
り
熟
成
さ
れ

ま
す
。
そ
の
地
中
に
残
っ
た
樹
脂
部
分
を
採
取
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
沈
香
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
形
成
過
程
に
は
ま
だ
謎

も
多
く
、
香
り
が
良
い
物
が
で
き
る
理
由
も
良
く
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
神
秘
の
香
木
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

実
際
の
香
道
の
世
界
で
は
、
こ
の
香
木
を
そ
の
香
り
に
よ
り

細
か
く
分
類
し
て
使
用
し
ま
す
。
そ
れ
を
六
国
と
称
し
ま
す
。

六
国
は
そ
れ
ぞ
れ
香
り
の
違
い
で
、
伽
羅
・
羅
国
・
真
南
蛮
・

真
那
賀
・
佐
曽
良
・
寸
聞
多
羅
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
た
だ
そ

の
香
り
は
一
本
の
香
木
の
中
で
も
、
香
木
の
場
所
や
香
木
を

炷
く
環
境
に
よ
っ
て
様
々
な
香
り
が
し
ま
す
。
そ
の
香
り
の

良
さ
、
そ
し
て
不
思
議
さ
が
古
来
よ
り
人
々
を
魅
了
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
香
木
を
使
用
し
て
実
際
の
香
道
の
席
（
香
席
）

で
は
組
香
と
い
う
も
の
を
行
い
ま
す
。
現
代
の
香
席
で
は
、

そ
の
99
％
以
上
に
お

い
て
組
香
が
行
わ
れ

ま
す
。
組
香
は
簡
単

に
言
う
と
、
数
人
の

人
が
集
ま
り(

人
が

集
ま
っ
て
行
う
こ
と
か
ら
寄
合
の
芸
道
と
も
言
わ
れ
ま
す)

、

六
国
の
数
種
類
を
そ
れ
ぞ
れ
香
炉
で
炷
き
、
そ
の
順
番
を
当

て
る
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
真
の
目
的
は
そ

の
当
た
り
外
れ
で
は
な
く
、
貴
重
な
香
木
の
香
り
を
楽
し
む

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
と
そ
の
寄

合
の
形
が
、
非
常
に
相
性
の
悪
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
予
防
と
し
て
、
三
密(

密
閉
・
密
集
・
密
接)

回
避
、
そ
し
て
物
の
共
有
回
避
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
香
席

(
香
道
の
席

)

で
は
香
炉
に
一
片
の
香

木
を
載
せ
、
そ
れ
を
順
番
に
連
衆

(

香
席
に
出
席
す
る
人

)

が
聞
い
て
い
き
ま
す
。(

香
道
で
は
香
り
を
嗅
ぐ
こ
と
を
聞

く
と
い
い
ま
す

) 

つ
ま
り
香
炉
の
共
有
を
し
な
け
れ
ば
香
席

は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
香
道
の
伝
書
に
は
「
暑
中
で
も
扇
を
あ
ら
く
使
っ

た
り
、
戸
を
開
け
放
つ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
香
り
が
飛
ん
で

し　

の　

そ
う
し
ん

ど
う
ほ
う
し
ゅ
う

さ
ん
じ
ょ
う
に
し

さ
ね
た
か

き
ゃ
ら

ま

な

か

た

さ

そ

ら

よ
り
あ
い

す

も

た

ら

ら
こ
く

ま

な

ば

ん

三條西 堯水    (本名 公彦)

香道御家流二十三世宗家

実践女子大学客員教授(非常勤講師)

学習院女子大学非常勤講師

1962年3月31日東京生まれ。1985年立教大学法学部卒。

1997年父三條西堯雲の逝去により、香道御家流二十三世

宗家継承。

日本国内各地の稽古場にて実際に稽古を行う一方、国民

文化祭などの国内行事において日本各地で香道の実演を

行う。又アメリカ合衆国・チェコスロバキア・ポルトガ

ル・イタリア・フランスなど海外でも香道の実演を行な

い、日本文化としての香道を紹介している。近年では、

2020年2月にフランス、パリにて香道の実演をする。

2023年5月にG7広島サミットにて各国首脳のパートナー

プログラムにて香道を披露。NHK大河ドラマ｢篤姫｣｢龍馬

伝｣などにおいて香道の演技指導を行う。

香道御家流とは、室町時代の内大臣三條西実隆(1454～1537)を祖とする公家の香道の流派である。

三條西家は、藤原北家閑院流、正親町三條家の庶流で三大臣家の一つである。

正親町三條実継の次男、公時(1338～1383)が初代となる。

し
ま
う
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る｣ 

つ
ま
り
密
閉
空
間
で
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
香
席
は
通
常
和
室
で
行
わ
れ
ま
す
。
畳
の
一
畳
の
一
辺

は
お
よ
そ
1.8
ｍ
で
す
。
つ
ま
り
和
室
で
行
う
香
席
で
は
密
集

空
間
で
行
わ
ざ
る
負
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
香
道
の
会
や
稽
古
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
流
行
の
始
ま
り
か
ら
お
よ
そ
3
年
間
休
止
せ
ざ
る

負
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
そ
の
流
行
が
完

全
に
治
ま
っ
た
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
徐
々
に
稽
古
も

再
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

大
阪
の
稽
古

(

大
阪
尭
雲
会

)

は
、
先
代
尭
雲
の
時
代
に

始
ま
る
伝
統
あ
る
会
で
す
。
平
成
30
年
11
月
よ
り
オ
ク
ソ
ン

の
久
壷
庵
に
会
場
を
変
更
し
て
、
途
中
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
よ
る
休
み
の
期
間
を
経
て
稽
古
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

オ
ク
ソ
ン
の
肉
の
香
り
も
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
万
人
に

愛
さ
れ
て
き
た
香
木
の
香
り
を
聞
い
て
み
た
い
方
は
是
非
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

さんじょうにし ぎょうすい
きんよし
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　　　　　　　　　　　　　　　　　当　帰
学名　　　Angelica acutiloba KITAGAWA　　　

科名  　　Umbelliferae （セリ科、シシウド属の多年草）

薬用部位　根茎。湯通しして乾燥させた根は特に婦人産後の鎮静、鎮痛、滋養強壮薬。　

          葉は 2012 年より食薬区分から「非医」扱いとなり当帰葉の有効利用が注目されている。

薬効　　　解熱、鎮痛、血行障害など。

当帰は病人に与えると健康に帰る「当ニ帰ル」の意味です。

葉はセリの葉に似ており、セロリのような香りがある。８�９月頃、花茎を出して多数の白色

微小な五弁花を開き、香気を放つ生薬です。

　　ト　ウ　　　キ

　
　
　
　

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

  M E N U 

　　サーモン の オレンジ風味マリネ　菜園飾り
 　甘鯛の鉄板焼き　当帰葉フリット添え　ジェノベーゼソース

         ポルチーニ茸 の ポタージュスープ
　　有機野菜サラダ 温かいバーニャカウダーソースで

         厳選・黒毛雌和牛ステーキ 高知深海の塩で
  　 フランスパン

    Dessert・キャラメルマロンムースのケーキ アンジェリカ添え
　     コーヒー &  紅茶 

第１32 回　オクソン音楽会メニュー

　ヤマト・奈良県の生薬の歴史は 414 年、新羅から医師の金浪鎭漢紀武を招き、允恭天皇の病気を治療した記録

があり、この時初めて中国の漢方薬が日本に伝来。611 年には推古天皇が兎田野（宇陀郡大宇陀町）の野山で

薬草や鹿の若角を求めた記録が日本書紀に記されています。

　私の菩捉寺・普賢院は和歌山県伊都郡高野町にあります。寺では毎年５月末日曜日、夏期祭が催され、その時

「お接待」として「当帰葉の天婦羅をのせた熊笹を練り込んだうどん」が振る舞われます。

私はこの催しで「当帰」を知りました。そのお接待を東北震災後 20 年続けておられる中辻政親・僧名は寛親氏

に「高野当帰」の話を伺いました。「当帰」は弘法大使・空海が唐から持ち帰られたとの伝記があります。

　大師様は高野山開山時に住んでおられた寺は高野山法務を掌り、天歴 947〜957 年の再興のまで歴代の山主が、

この寺に住して中院御房と呼ばれていました。現在は龍光院に名を改めています。その寺の敷地に植わってい

た当帰を中辻氏は高野山摩尼トンネルの上面の険しい山坂地を耕し、栽培拡大に向けとりくまれています。

　その当帰のカブを分けて頂きオクソン屋上で育てています。当店では魚類の鉄板焼きにはジェノベーゼソース

を添え、当帰葉のフリットを添えています。

当
帰
と
同
じ
種
類
の
植
物
・
ハ
ー
ブ
と
し
て
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
が
あ
り
ま
す
。

古
来
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
神
聖
な
ハ
ー
ブ
と
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ラ
テ
ン
語
で
天
使
を
表
す

a
n
gelus

が
語
源
で
あ
り
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
際
、
あ
る
修
道
士
の
夢
の
中
に
天
使
が
現
れ
こ
の
植
物

の
根
を
薬
に
使
う
よ
う
、
お
告
げ
を
受
け
た
事
が
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
後
酒
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
や
ジ
ュ
ニ
パ
ー
入
の
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
テ
ィ
ン
」
を …

(2)



 

料
理
長  

朝
比
奈 

史
朗

お
し
な
が
き

前　

菜

造　

り

温　

物

焼　

物

小　

鍋

天
婦
羅

食　

事

水
菓
子

　 

三
七
人
参
胡
麻
味
噌
和
え

　
蓮
根
と
蓮
の
実
　
白
酢
和
え

　
キ
ン
コ（
干
な
ま
こ
）オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
煮

　
沖
縄
も
ず
く
　
山
芋
と
ろ
ろ
掛
け

　
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
小
袖
寿
司

鯛
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
　
薬
膳
ド
レ
ッ
シ
ン
グ 

松
の
実

鰻
の
茶
碗
蒸
し
　
枸
杞
の
実
餡
掛
け

鰻
白
焼
　
焼
葱
　
百
合
根
　
銀
杏

甘
鯛•

松
茸
包
み
焼
　
菊
花
蕪
　
い
く
ら
酢
橘

孔
明
鍋
　
三
七
人
参
と
鶏
が
ら
ス
ー
プ
仕
立
て

地
鶏
と
冬
菇
椎
茸
の
つ
み
れ
　
松
茸
　
枸
杞
の
実

高
麗
人
参
　
当
帰
葉
　
ウ
コ
ン
塩
　
酢
橘

☆ 

活
車
海
老 

射
込
み 

冬
虫
夏
草

 

　
　
ご
予
約
順
二
十
名
様
の
み
。
金
八
千
円
追
加
の
料
理

ふ
か
ひ
れ
姿
煮
入
り
雑
炊
　
　
香
の
物

季
節
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

○○○○○

元
気
を
い
た
だ
く 

懐
石
薬
膳

期　

間 
 

九
月
十
九
日
︵
火
曜
日
︶

〜 

十
月
二
十
八
日
︵
土
曜
日
︶

ご
料
金 

 

一
万
四
千
三
百
円
︵ 

サ
・
飲
物
別
︶
ご
予
約
は
二
日
前
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

オクソン屋上で咲く当帰の花と苗 和歌山県伊都郡高野町大字高野山の山地

当帰の根・三年栽培
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期間　10 月 2 日(月)  ～ 10 月 7 日(土) 

料金　￥19,800（サ・飲物は別 )

　　　お食事時間   PM6:00 ～  

　　　 

お食事は演奏後からも可。特別コースの為、ご予約をお願い致します。

演 奏 時 間   PM8:00 ～ PM9:00 

共
創
と
総
合
知

　
　

 

大
阪
公
立
大
学

　
　
　
　
　
　
　

辰
己　

砂
昌
弘

清
風
拂
明
月

　
　

 
大
阪
市
立
大
学

　
　
　
　
　
　
　

南　

繁
行

冷
暖
自
治

　
　

 

江
本
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
（
株
）

　
　
　
　
　
　
　

江
本　

孟
紀　

如
意
宝
珠

 
 
 
 
 

日
本
プ
ロ
野
球
OB
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
　

上
田　

二
朗

信
用
第
一

　
　
　

社
長
就
任　

令
和
五
年

　
　

丸
谷
運
輸
自
動
車
工
業
（
株
）　

　
　
　
　
　
　
　

中
川　

元

え
が
お
の

　
　
　

み
な
も
と

　
　
　
　

日
世
（
株
）

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

吉
田 

文
治

陽
気
は
美
徳
！

　

楽
し
い
事
は
良
い
事
だ
。

何
年
通
っ
て
い
る
の
か
な
あ
？

最
初
に
つ
れ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た

藤
本
義
一
さ
ん
が
傍
に
居
る
。

　
　

あ
り
が
と
う
！

 
 
 
 
 
 
 

語
り
部 
 

鈴
木 

美
智
子

訪
れ
る
こ
と
三
十
年

　

変
わ
ら
ぬ
オ
ク
ソ
ン

　
　
　

変
わ
る
苗
字

ま
た
家
族
の
思
い
出
を
オ
ク
で

　
　
　

重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

正
木 

真
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
姓
・
中
野

編 

集 

後 

記

　

百
歳
の
お
ば
あ
様
の
誕
生
日
！

あ
る
女
性
か
ら
オ
ク
ソ
ン
に
電
話

が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
私
は
そ
ち
ら
に
伺
っ
た
こ
と
は
無

い
の
で
す
が
、
亡
く
な
っ
た
夫
の

今
は
施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
母
が

百
歳
の
お
誕
生
日
に
希
望
の
食
事

を
聞
く
と
『
オ
ク
ソ
ン
の
シ
ャ
ト

ー
ブ
リ
ア
ン
を
食
べ
た
い
』
と
の

お
返
事
で
し
た
。
私
一
人
で
は
、

体
力
的
に
は
連
れ
て
行
け
な
い
の

で
平
素
お
世
話
く
だ
さ
る
三
名
と

五
名
で
伺
い
ま
す
」
と
の
御
予
約

を
頂
き
ま
し
た
。
食
後
の
デ
ザ
ー

ト
ル
ー
ム
へ
は
階
段
し
か
移
動
の

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
年

齢
の
事
か
ら
デ
ザ
ー
ト
は
食
事
を

な
さ
っ
た
鉄
板
カ
ウ
ン
タ
ー
前
で

ご
提
供
の
予
定
で
し
た
が
・
・
・

思
い
出
が
お
あ
り
の
ご
様
子
で
、

地
下
の
デ
ザ
ー
ト
ル
ー
ム
に
行
き

た
い
と
望
ま
れ
、
屈
強
な
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
に
囲
ま
れ
、
階
下
の
ソ
フ

ァ
に
座
ら
れ
ま
し
た
。

132 回

Violin 

Amazing food specirl experience

ハーバード公衆衛生大学院　栄養学部学部長

　　　　　　Frank Hu 

The world needs a strong

Japan for peace and Prosperitg

世界は強い日本を期待している

　( 株 ) 椿本チエイン　アメリカ社長　

　　　　　　K.POWERS 

最
近
で
は
当
店
も
ご
高
齢
の
お
客
さ

ま
が
多
く
な
り
、
最
高
年
齢
は
百
歳

の
寺
田
悦
子
様
の
お
誕
生
日
や
小
林

ご
夫
妻
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
中
嶋

ご
夫
妻
・
エ
メ
ラ
ル
ド
婚
の
食
事
会

な
ど
、
当
店
を
長
年
ご
愛
顧
を
賜
わ

っ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
記
念
の
食
事

会
に
携
わ
せ
て
頂
け
ま
す
事
の
幸
せ

に
感
謝
を
致
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
異
常
気
象
で
、
特
に
線
状
降

水
帯
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
お
客
さ
ま
に

愛
さ
れ
、
寛
い
で
頂
い
て
い
る
地
下

サ
ロ
ン
に
浸
水
の
心
配
が
な
い
よ
う

シ
ャ
ッ
タ
ー
会
社
が
開
発
し
た
一

の
高
さ
迄
の
浸
水
を
守
っ
て
く
れ
る

ビ
ニ
ー
ル
製
防
潮
シ
ー
ト
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 　
　
　
　

山
口

 Cello                                 Piano&

   ウィーンそしてモスクワの音楽文化の薫りを運ぶ

 　　堀江トリオと沼光絵理佳のピアノ

曲目
沼光さん×恵太
J. ブラームス：ピアノとヴァイオリンの為のソナタ 第 3番 ニ短調 作品 108 より 第 1
P. サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン 　他
恵太×詩葉
J. ブラームス：歌の調べのように　作品 105-1
J. ブラームス：ピアノとヴァイオリンの為のソナタ 第 1番 ト長調作品 78『雨の歌』 他 
堀江トリオ
F. メンデルスゾーン：ピアノ三重奏曲 第 1番 ニ短調 作品 49 より 第 1楽章　  他

沼光さん×牧生
L. v ベートーヴェン：ピアノとチェロの為のソナタ 第 3番 イ長調 作品 69 より　
P. チャイコフスキー：『ペッツオ・カプリッチョーソ』 作品 62　他

ヴァイオリン 堀江 恵太  関西フィル・アソシエイト
　　　　　　　　　　　　　　　　コンサートマスター
チェロ    堀江 牧生  モスクワ音楽院卒・国際コンクール優勝
ピアノ  堀江 詩葉   2023年モスクワ音楽院卒
お  話   堀江 政生   朝日放送アナウンサー  
ピアノ   沼光絵理佳 東京芸術大学卒業後、世界的に活躍。
お  話   守山  俊吾  シンフォニア・アルシス大阪首席指揮者

m
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